
　　　　　　　　　　　　　　　米国大学視察報告

一SOTL（S廠慮rs蜘⑪f　Te紬1聡霧雛翻e蹴量ng）遅動を中心として一

視察の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正ハドリー准教授・G．ハドリー非常勤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師）

〈視察の目的〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正ヴェレンガ博士と面談

　新潟大学・大学教育機能開発センター（大学教育開　　　　　　　　（英語集中プログラム所長補佐）

発研究センターから2009年改名、以下大教センター）

では、「自律と創生」という大学理念の下で教育目標　　くメンバー〉

が達成されるように、国際通用性のあるFDプログラ　　石田一正（学務部企画係長）、小坂和則（学務部学生

ムを提供し支援することを目指している。現在着手し　　係長）、高橋秀樹（人文社会教育科学系く人文〉准教

ているのは、先進的な欧米を参考にした「教員の教育　　授）、津田純子（大学教育機能開発センター教授）、ハ

的コンピテンシーの開発支援事業」や学習教育研究　　ドリー浩美（教育支援センター准教授）、グレゴリー・

フォーラムの開催である。今回の視察は、これまで英　　ハドリー（経済学部非常勤講師、新潟国際情報大学教

独申心であった視察調査を改め、米国の最新のFD事　　授）

情（特に国内1外で注目されるSOTL運動の背景と実情）

と学習環境・キャンパスづくりを調査することを主な　　視察報告

目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．津田純子「米国におけるSOTL運動について」

＜日　程＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．ハドリー浩美「教員主体の教育改善」

3月　10日～12日　SOTL会議への自由参加（全員）　　　3．高橋秀樹「米国視察訪問一①SOTL②ニューヨー

　　　　　　※11～12日ニューヨークの大学キャンパ　　　　ク③インディアナ大学」

　　　　　　ス視察班（石田、小坂、高橋）コロンビ　　4。グレゴリー・ハドリー「Report　on　Visit　to　Indiana

　　　　　　ア大学（2001年SOTLスカラー〉、ニュー　　　　University一英語集中プログラム」

　　　　　　語欝ξ）学士課程担当購オ’灘難繍鞭墜馨

　　　　　　フィースキャンパ徽育カウンセリン　　。　鍵・覇翻　1難
　　　　　　グ）　　　　　　　　　　懇　難懸懸　　　　懸
　　　　　　11：00～12：00　ウィーミット教授と面　　　　　　　　　　’難　　帽　　　　　　　　　繋

　　　16日　インディアナ大学ブルーミントン校視察　　　　　　　　　インディアナ大学にて
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